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ご町内のみなさん、日本共産党です。
　鳩山首相は沖縄普天間基地問題の「国外、県外」への移設などの公約違反や「政治とカネ」の問題など、国民のきびしい批判の中で辞任を表明しました。政権が交代しても政治の中身が変わらなかったのは、アメリカにも財界・大企業にもモノが言えない体質が、自民党と同じだからではないでしょうか。
　今度の参議院選挙では、アメリカにも財界・大企業にもモノが言える日本共産党を大きく伸ばしていただいて、今度こそ政治の流れを変えましょう。日本共産党と、たなはしせつ子への大きなご支援をお願いします。また、６月18日の金曜日、午後６時より、大門みきし参議院議員をむかえて、沼田市、東原新町公民館で演説会を開催します。ぜひ、ご参加ください。
　鳩山首相は辞任を表明しましたが、公約を破って沖縄に基地を押しつけました。このことへの反省は全くありません。
「日本を守る抑止力だから」「日米関係が大事だから」と居直っています。しかし、普天間基地にいる米海兵隊は、〝海外遠征軍〟という名前の通り、イラクやアフガニスタンでの戦争に部隊を派遣している“殴りこみ”部隊で、日本を守る〝抑止力〟では決してありません。日本の安全を守るためには、軍事力による脅しではなく、憲法９条に基づいて、平和的な国際環境をつくることが、もっとも重要です。
　なにより普天間基地は、アメリカが軍政下に「銃剣とブルドーザー」で、住民から強制的に取り上げたものですから、無条件に返すのはあたりまえのことです。
　日本共産党は志位委員長がアメリカに行き、国務省に「基地のない沖縄」を願う、県民の痛切な思いと国民の声を直接伝え、無条件撤去しか、解決の道がないことを主張しました。党首が代わっても、政権が交代しても、アメリカにハッキリ、モノが言えなければ、政治は変わりません。アメリカにモノが言える、日本共産党を大きく伸ばして、普天間基地は無条件に撤去させ、基地も核もない平和な日本に変えましょう。
　鳩山内閣への批判は、普天間基地の問題だけではありません。高齢者を差別する、後期高齢者医療制度は、廃止の公約を踏みにじってそのまま続け、格差と貧困を広げた、派遣労働を原則禁止する問題でも、抜け穴だらけで関係者はみんな、「期待はずれ」だと怒っています。くらしや経済の問題でも、政治が変わらないのは、自民党と同じように財界・大企業から献金をもらっているから、モノが言えないのです。景気が良くならないのも、「大企業が儲かれば、国民生活も中小企業も栄える」という、自民党のやり方を続けているからです。
　日本共産党は、大企業が労働者や中小企業を犠牲にして、10年間に２倍にも増やした利益の、貯めこみを国民に還元し、「国民のモノを買う力」を、大きくさせて日本経済を再建します。
　今月24日公示予定の、参議院選挙でお世話になる、たなはしせつ子は、くらしと雇用を守り、景気を回復させ、日本を元気にするために、がんばっています。派遣労働を規制し、正社員が当たり前の日本にすることや、大企業による、下請け泣かせのやり方をやめさせ、日本経済の宝である町工場や商店街を応援すること、高すぎる国保税や、介護保険料を引き下げ、後期高齢者医療制度の廃止など、自公政治が削った社会保障を、再建することを提案しています。
　今月24日に参議院選挙が公示予定です。比例代表では日本共産党、群馬選挙区では、たなはしせつ子へ、大きなご支援をお寄せ下さい。財界・大企業にモノが言える。日本共産党を大いに伸ばしていただき、くらし・雇用を守り、景気を回復させましょう。これで、この場所をお借りしてのお話しを、終わらさせていただきます。ご協力ありがとうございました。
